
 

 

 

 

 

霞ヶ浦湖岸植生帯の緊急保全対策 
 

評価報告書 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年１１月 
 

 

 

国土交通省関東地方整備局 
霞 ヶ 浦 河 川 事 務 所 

 



はじめに 

はじめに 

霞ヶ浦は、茨城県南東部の平地に位置する湖面積約 220km2の湖である。 

湖岸には、妙岐の鼻に代表されるヨシ等の抽水植物を主体に浮葉植物および沈水植

物で構成される湖岸植生帯が広く分布し、多様な生物の生息・生育環境となる貴重な

空間となっていた。 

しかしながら、霞ヶ浦の湖岸全体をみると、昭和47年から平成9年までの25年間で、

浮葉および抽水植物の植生面積は半減し、沈水植物にいたっては、ほぼ消滅した状況

となっている。 

 

このような霞ヶ浦全体における湖岸植生帯の減退を背景として、平成 12 年度に湖岸

植生の保全・再生を目的とした「霞ヶ浦の湖岸植生帯の保全に係る検討会」（以下、「保

全検討会」という。）を設置し、湖岸植生帯の減退要因と、その対策工について検討し

ていただいた。 

この保全検討会での検討結果を受け、平成 13 年度に西浦・北浦の 11 地区において、

湖岸植生帯の保全・再生に有効と考えられる「波浪の低減対策」と「生育場の整備およ

び植生の再生対策」を湖岸植生帯の緊急保全対策工として整備した。 

また、保全検討会では、整備後のモニタリング結果に基づく順応的な管理（アダプテ

ィブマネジメント）により改善していくことも提案されており、平成 14 年度から緊急

保全対策工の事後モニタリング調査を開始した。 

 

「霞ヶ浦湖岸植生帯の緊急保全対策評価検討会」（以下、「評価検討会」という。）

は、事後モニタリング調査の結果をもとに緊急保全対策工の評価を行うことを目的と

して、平成 15 年度に設置したものである。平成 14 年度から 18 年度までの物理環境、

施設状況、生物の生息・生育状況に関するモニタリング調査結果に基づき、5 年間 8 回

に及ぶ緊急保全対策工の評価の審議を行い、平成19年 10月に｢中間評価｣をとりまとめ

た。さらに、平成 19 年度から平成 25 年度の 7 年間を加えた、計 12 年間に渡るモニタ

リング調査結果が蓄積された。 

 

本評価報告書は、湖岸植生帯の緊急保全対策工を整備した 11 地区における植物の生

育場、および生物の生息・生育状況に関し、10 余年もの長期に渡って、評価検討会委員

の皆様に熱心にご審議をいただいた対策工法の知見や評価をとりまとめ、今後の湖岸

植生帯の保全・再生に有益な情報の集大成として編纂したものである。 

 



本評価報告書の取り扱い内容について 

本評価報告書の取り扱い内容について 

本評価報告書は、以下の各章から構成している。 

第１章では、湖岸植生帯の緊急保全対策を実施した背景、 および緊急保全対策工の検討

からモニタリング結果による緊急保全対策工の評価までを審議した２つの検討会の経緯を

示すと共に、湖岸植生帯整備の目的や緊急保全対策における目的・目標について整理し

た。 

第２章では、霞ヶ浦の湖岸植生帯が減退した要因についての仮説の設定、減退要因から

考えられる有効な保全・再生対策の基本的な考え方、そして住民・研究者等との協働活動

について整理した。 

第３章は、緊急保全対策を実施する地区選定の考え方とその選定の過程を整理した。 

第４章では、緊急保全対策工の構造タイプと設計の考え方を整理した。 

第５章および第６章は地区別評価とし、各地区における目標をはじめ、第４章の設計の

考え方に基づき整備した対策工法、およびモニタリング結果を整理し、目標に対する評価

を記載した。なお、第５章は保全地区、第６章は再生地区について記載している。 

第７章では、上記の地区別評価を踏まえて、緊急保全対策工について、植生帯の生育場、

および植物の生育状況、植生帯による生物の生息環境の改善効果の観点から評価するとと

もに、各地区の目標達成度等、全体的な評価を記載した。また、住民・研究者等による活

動の実績等についても記載した。 

さらに、霞ヶ浦の緊急保全対策地区の維持管理、霞ヶ浦全体として湖岸植生帯の保全の

方向性等、今後に向けた展開について記載した。 

巻末資料には、評価検討会の各委員およびオブザーバーからいただいた、これまでの緊

急保全対策について、専門的立場からのご意見・ご感想等を掲載した。 

 
注意事項）評価報告書における下記項目の取り扱いについて 

１．植物をはじめとする動植物のモニタリング調査結果概要を記載しているが、重要種については

掲載していない。 
なお、モニタリング結果は、重要種の位置等が記載されていることから、関係機関および研究

者以外への公表を控えることとする。 
※重要種…評価報告書および資料集では、下記の文献によるものを重要種としている。 

・環境省レッドリスト「第 4次レッドリスト」 
・茨城県レッドデータブック「茨城県版レッドデータブック＜植物編＞平成 25年 3月改訂」 
             「茨城県版レッドデータブック＜動物編＞平成 12年 3月発刊」 
・国立・国定公園特別地域内指定植物「水郷筑波」 

２．広域地盤沈下及び平成23年3月11日の東日本大震災の影響により、霞ヶ浦周辺では平均0.151m

の地盤沈下が見られた。以降に実施した地形等のモニタリング調査結果については、この地盤

沈下の影響を加味した記載をしている。なお、霞ヶ浦の平均沈下量0.151mは、水準基標82箇所

における東日本大震災前の計測値と後の計測値の差分の平均としている。 
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